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１ ８０２０運動普及啓発事業 

（１）目  的 

  県民参加型の普及啓発活動を行うことにより、県民の歯科口腔保健に対する意識の高揚を

図る。 

（２）事業概要 

  （根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条（11、12） 

  ・ 厚生労働省による「親と子のよい歯のコンクール」開催終了に伴い、「長野県民よい歯

のコンクール」についても廃止。 

  ・ 代替事業として、令和２年度から令和５年度まで「長野県 歯と笑顔のフォトコンテ

スト」を開催。 

  ・ 令和６年度は、若年層へのアプローチの充実と、受賞作品の更なる活用のため、歯科

口腔保健の普及啓発のための動画作品を募集するコンテストを開催。 

  ○「歯とお口の健康ＣＭコンテスト 2024」の実施 

   ア 対象者  長野県内の小学校、中学校、高校、特別支援学校、大学、短期大学、専

門学校に属する個人、グループ、団体 

   イ 内 容  生涯にわたり歯・口腔の健康を保持・増進するために取り組むべきこと

や現在取り組んでいること等に関する 15 秒の動画を募集。受賞作品を

テレビＣＭとして放映 

   ウ 募集期間 令和６年７月１日（月）～令和６年９月 23 日（月） 

   エ 優秀賞  「きみと８０２０」 

           木曽町中学校３年 見浦 雅光さん 

   オ 受賞作品 令和６年 11 月 11 日（月）～11 月 25 日（月）（NBS 長野放送） 

放映期間  

   カ 表 彰  「秋の食と歯っぴーフォーラム」にて表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８０２０運動普及啓発事業 
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１ ８０２０運動推進特別事業 

（１）目  的 

長野県食育推進計画及び長野県歯科口腔保健推進計画に基づく食育活動及び歯科口腔保

健活動の推進を図るとともに、生涯を通じ県民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組む

きっかけづくりを行う 

（２）事業概要 

（根拠） ・長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条（11、12、13） 

     ・信州の食を育む実践事業 実施要綱 

○「秋の食と歯っぴーフォーラム」の開催 

ア 対象者  市町村・保健福祉事務所、教育・医療・介護・歯科・食育関係者等、8020

推進員、お口の健康推進員、一般県民など 

イ 日 時  令和６年 11 月 10 日（日） ９時 45 分から 14 時 00 分まで 

ウ 場 所  長野ターミナル会館国際ホール（長野市中御所岡田町 178-2） 

エ 内 容  テーマ「健口から考える食育」 ―よい歯で よくかみ よいからだ― 

            ○表彰     

             ・「歯とお口の健康ＣＭコンテスト 2024」表彰式 

            ○基調講演 

             講 演 「おやさいこやさい 親のように子は育つ」 

             講 師 株式会社 eatrightJapan 代表取締役  

食育実践ジャーナリスト       安武 郁子 氏 

            ○トークセッション 

             テーマ 「食べることから考える長野県の健康」 

             参加者 安武 郁子 氏 

朱紫 令真 氏（長野県民健口大使）  

山﨑 昭子 氏（長野県食生活改善推進協議会会長） 

            ○物販・体験コーナー 

             ・りんご（シナノゴールド）販売：農産物マーケティング室 

             ・アップルパイ販売：農村マイスター協会 

             ・歯科チェック・ベジチェック：健康増進課 

オ 参加者  92 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８０２０運動推進特別事業 
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１ 歯科医療安全管理体制推進特別事業（委託事業） 

（１）目  的 

歯科医療従事者に対して歯科医療の安全管理に関する研修会を行うことで、安全・安心

で質の高い歯科口腔医療の提供体制を整える。 

（２）事業概要 

（根拠） 医療法第６条（12）、医療法施行規則第１条（11） 

 

※ 実施状況等詳細については、令和６年度事業終了後受託者（県歯科医師会）から報告予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⻭科医療安全管理体制推進特別事業 
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１ 口腔保健支援センター設置推進事業  

（１）目  的 

全ての県民が、住み慣れた地域において、生涯を通じて必要な歯科口腔保健医療サービ

スを受けることができるよう、総合的・計画的に歯科口腔保健施策を展開していくことを

目的として、口腔保健支援センターを設置する。 

（２）事業概要 

長野県健康福祉部健康増進課内に設置された「長野県歯科口腔保健推進センター」（平

成 28 年開設、令和４年１月名称変更）を中心に、各種歯科口腔保健事業を実施。 

（根拠）歯科口腔保健の推進に関する法律（歯科口腔保健法）第 15 条 

○イベント参加による普及啓発 

実施年月日 イベント名 内容・参加者等 

R6.5.11 

～12 

NBS グッドライフ

フェスタ 

・簡易検査キットによるむし歯・歯周病リスクの判定 

・体験者 251 名 

R6.6.1 

～2 
大人の文化祭 

・簡易検査キットによるむし歯・歯周病リスクの判定 

・「咀嚼力チェックガム」による咀嚼力判定 

・判定（むし歯・歯周病、咀嚼力いずれか）体験者 224 名 

     ○出張講演等の実施状況 

      ①県民対象の研修会 

実施年月日 申込者 対象者 内容 人数 

R6.9.3 
健康保険組合 

長野連合会 

事業所の福利厚生

等担当者 

長野県歯科口腔保健の現状

と課題 
48 名 

R6.9.4 
長野県健康づくり

事業団 

結核予防婦人の会

長野連合会 

「歯とお口の健康」 

・お口の健康とは 

・長野県民のお口の健康 

・お口と全身の関係   

・オーラルフレイル予防 等 

150 名 

R6.9.12 

R6.9.17 

R6.9.18 

山ノ内町 

社会福祉協議会 

同町内の一人暮ら

しの高齢者 

県政出前講座 

（歯科口腔保健対策） 
70 名 

R7.2.11 
浅川地区 

住民自治協議会 
地区在住の高齢者 

県政出前講座 

（オーラルフレイル予防） 
20 名 

      ②全国健康保険協会長野支部(協会けんぽ)歯科口腔保健セミナー 

実施年月日 申込者 対象者 内容 人数 

R6.8.2 （公社）長野県看護協会 

社員 

「歯とお口の健康」 

・長野県民の健康について 

・お口の健康と全身の健康 

・健康なお口を保つために 

80 名 

R6.9.2 井建住宅資材株式会社 10 名 

R6.10.23 株式会社オート 18 名 

R6.11.6 興和ゴム工業株式会社 92 名 

R7.1.30 長野県商工会連合会 10 名 

R7.2.12 （株）あずみ製作所 5 名 

      ③その他 

実施年月日 申込者 対象者 内容 人数 

R6.12.19 公衆衛生専門学校 ２年生 

特別講義 

「歯科衛生士として『行政

で働く』ということ」 

20 名 

口腔保健支援センター設置推進事業 
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     ２ 長野県歯科口腔保健推進県民会議 

（１）目  的 

長野県歯科口腔保健推進会議を開催し、長野県歯科口腔保健推進条例の具現化を図るた

めの信州保健医療総合計画について、進捗評価を行うとともに、地域の状況をふまえた歯

科疾患の予防に対する取組、知識の普及啓発、意欲を高めるための運動促進等について、

総合的に評価検討・協議するとともに、センターへの助言等を行う。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第３・８条 

○長野県歯科口腔保健推進会議の開催 

ア 会議委員                      （敬称略） 

 

イ 内容等（令和 7 年３月 14 日 書面開催）    

（１） 令和６年度長野県歯科口腔保健総合推進対策事業の実施状況について 

（２） 令和６年度における各団体の取組状況について 

（３）令和７年度長野県歯科口腔保健総合推進対策事業（案）について 

（４）その他 

 

３ 地域歯科口腔保健関係者研修事業（委託事業） 

（１）目  的 

歯科口腔保健の関係者を対象とした研修プログラムを提供し、地域における歯科口腔保健

の普及啓発について先導的な役割を果たす「お口の健康推進員」の育成及び認定を行う。 

 

（２）事業概要 

所属団体 職名 氏名 

長野県歯科医師会 副会長 菅沼 香 

長野県医師会 常務理事 岡野 和弘 

長野県薬剤師会 常務理事 飯島 美雪 

長野県歯科衛生士会 会長 宮嶋 典子 

長野県歯科技工士会 女性部長 児玉 衣江 

長野県看護協会 常務理事 両角 直子 

長野県栄養士会 会長 馬島 園子 

長野県学校保健会 養護教諭部会長 畠山 文子 

長野県歯科衛生士養成校協議会 長野医療衛生専門学校 宮崎 栄理子 

長野県保険者協議会 副会長 濱村 圭一 

長野労働局 健康安全課長 徳永 和成 

長野産業保健総合支援センター 副所長 末長 信二 

長野県経営者協会 総務部次長 梶田 能孝 

長野県高齢者福祉事業協会 事務局長 樋口 隆教 

長野県介護支援専門員協会 副会長 寺澤 育子 

長野県身体障害者施設協議会 安全衛生推進員 佐藤 洋実 

松本歯科大学 歯学部長 宇田川 信之 

信州大学 医学部歯科口腔外科学教室教授 栗田 浩 

長野県保健補導員会等連絡協議会 副会長 涌井 ひとみ 

長野県食生活改善推進協議会 会長 山崎 昭子 

長野県市長会 塩尻市保健福祉課長 大口 なおみ 

長野県町村会 豊丘村健康福祉課長 松村 幸紀 

長野県議会  大井 岳夫 
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（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条（２、11、12、13、14） 

○「お口の健康推進員」認定研修会の開催 

ア 対象者  市町村歯科保健担当者等、食生活改善推進協議会員、保健補導員、地域 

の健康ボランティア等 

イ 内 容  ・オーラルフレイル対策（口腔体操含む） 

       ・感染症予防と口腔ケアの関係性  

         ・歯科口腔保健の推進に資するトピック等 約２時間 

ウ 実施状況   

圏域 保健所・市町村 実施日 対象者 

佐久 

佐久市 令和６年 11 月７日 

食生活改善推進協議会員、市職員、 

歯科保健及び高齢者福祉事業に携

わる者 

軽井沢町 令和６年 11 月 21 日 
食生活改善推進協議会員 

保健補導員 

諏訪 諏訪保健福祉事務所 令和６年９月 30 日 
食生活改善推進協議会員 

事務局 

松本 塩尻市 令和６年 11 月 20 日 食生活改善推進協議会員 

大北 大町市 令和６年９月 18 日 
大町市健康づくり推進員 

大町市食育健康ボランティア 

長野 千曲市 令和６年４月 23 日 食生活改善推進協議会員等 

 ※受講者数については受託者（県歯科医師会。県歯科衛生士会）から年度末に報告予定 

    ○お口の健康推進員ステップアップ研修会の開催 

ア 対象者  これまでに「お口の健康推進員」に認定された者 

イ 内 容  ・講義（「お口の健康推進員」認定研修会のフォローアップ） 

         講師：県歯科医師会 会員 

       ・実技（体験型媒体物を用いたグループワーク等） 

         講師：県歯科衛生士会 会員 

ウ 実施状況 

会場 実施日 

中南信会場 湯小路いきいき元気館（諏訪市小和田 19 番３号） 令和６年８月 31 日 

東北信会場 小諸市文化センター（小諸市甲 1275 番地２） 令和６年９月 7 日 

※受講者数については受託者（県歯科医師会、県歯科衛生士会）から年度末に報告予定 

 

４ フッ化物応用推進支援事業 

（１）目  的 

地域住民の口腔の健康を増進させる観点から、子どもたちのむし歯予防として費用対効

果の高いフッ化物応用のうち、特に集団応用に適した方法であるフッ化物洗口の実施を支

援する。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条（３） 

    ○フッ化物洗口実施開始市町村支援事業（モデル事業） 

「 長 野 県 フ ッ 化 物 洗 口 マ ニ ュ ア ル 」（ 令 和 ５ 年 度 策 定 ）

（https://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/documents/teiseif.pdf）を活用し、フ

ッ化物洗口が未実施の市町村の小学校をモデル校として、フッ化物洗口事業の導入を支

援する。 

 

ア 対 象 飯山市立飯山小学校 全校児童 248 名のうち希望する児童 222 名 
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イ 内 容 当該校におけるフッ化物洗口事業の導入支援 

ウ 実施状況 

実施年月 実施内容 

R６.４ 飯山市保健福祉課、飯山市教育委員会へ相談 

R６.５ 関係者会議の開催 

R６.６ 関係者間の意思統一・合意 

R６.７ 器材・薬剤等の購入 

R６.８ 教職員への説明、洗口実施に向けての課題の整理 

R６.９ 
児童への説明（フッ化物の効果、フッ化物洗口の方法 等） 

保護者説明会の開催 

R６.10 洗口実施に向けた具体的な準備（児童対象の歯科保健指導の開催） 

R６.11 
洗口実施を開始（原則毎週水曜日の給食後） 

（洗口開始日にはメディア（テレビ局、新聞社）からの取材あり） 

 

５ 在宅重度心身障がい児者訪問歯科健診事業（委託事業） 

  （１）目  的 

家庭介護を受けている重度心身障がい児（者）は、市町村や特別支援学校等での歯科健

診や歯科保健指導を受ける機会に恵まれない状況にあることから、在宅の障がい児（者）

の口腔衛生の向上を通じた健康の保持・増進を図るため、訪問歯科健診等を実施し、歯科

治療を必要とする疾患の発生を防ぐ。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条 

○在宅重度心身障がい児者の健康を支える訪問歯科健診の実施 

ア 対象者  重度身体障がい児・者のうち、家庭介護の状態にある児・者 

イ 内 容  家庭を訪問して歯科健診･歯科保健指導、希望があればフッ化物塗布を

行い、また、歯科治療が必要な場合は、重度心身障がい者歯科診療施設と

連携協力し、訪問歯科診療の実施や病院の紹介等を実施する。 

ウ 人 数  要望者数 75 名（現在実施中） 

エ 各圏域の要望状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏  域 市町村名 要望者数（人） 

佐  久 佐久市 ６ 

上  小 

上田市 ３ 

東御市 ３ 

長和町 １ 

諏  訪 茅野市 ２ 

上 伊 那 

伊那市 ３ 

駒ヶ根市 １ 

箕輪町 ３ 

南箕輪村 １ 

飯  伊 

飯田市 １ 

松川町 ２ 

高森町 ２ 

木  曽 木祖村 １ 
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６ オーラルフレイル総合対策事業 

（１）目  的 

 口腔機能における軽微な衰え（滑舌の低下、食べこぼし、むせ、噛めない食品が増える

等）からオーラルフレイルが始まるが、これが全身のフレイルの入口になるとされている。 

 オーラルフレイル対策として、普及啓発、運動・栄養等と一体化した予防活動、相談窓

口等の整備の３要素を連動させた取組を推進し、県民の健康寿命の延伸に寄与する。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条（13） 

○オーラルフレイル対策タスクフォースの開催 

オーラルフレイル対策の推進のため、オーラルフレイル対策タスクフォースを設置

し、普及啓発、運動・栄養等と一体化した予防活動、相談窓口等の整備の３要素を総

合的に検討する。 

 ア 会議委員                            （敬称略） 

 

 

 

 

 

イ 日程・内容等    

日  時  令和６年11月６日（水）18時00分～19時30分 

 開催方法  オンライン開催 

 

圏  域 市町村名 要望者数（人） 

松  本 

松本市 ３ 

塩尻市 １ 

安曇野市 21 

麻績村 １ 

大  北 

大町市 ７ 

池田町 １ 

松川村 １ 

白馬村 ２ 

北  信 

中野市 ６ 

飯山市 ２ 

野沢温泉村 １ 

合  計 75 

所属団体 職名 氏名 

長野県歯科医師会 専務理事 井口 光世 

長野県歯科医師会 常務理事 新津 恒太 

長野県医師会 在宅医療推進委員会委員長 杉山 敦  

信州大学 医学部歯科口腔外科学教室教授 栗田 浩  

松本歯科大学 地域連携歯科学講座教授 蓜島 弘之 

松本歯科大学 地域連携歯科学講座講師 冨士 岳志 

長野県栄養士会 会長 馬島 園子 

長野県歯科衛生士会 会長 宮嶋 典子 

長野県理学療法士会 会員 飯山 恵美 

長野県言語聴覚士会 会長 寺島さつき 

公益財団法人身体教育医学研究所  指導員 横井 佳代 

長野市 地域包括ケア推進課歯科衛生士 多羅澤 朋美 

飯山市 保健福祉課 保健師 湯本 佐知子 
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 協議事項  ・令和６年度におけるオーラルフレイル対策事業の実施状況について 

・「オーラルフレイルに関する３学会合同ステートメント」に基づく

リーフレット及び動画の更新について 

・その他 

      ウ リーフレット及び動画のリンク先 

       https://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kenko/shika-of.html 

       〈リーフレット〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       〈動画〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ○WEB広告を活用したオーラルフレイル予防普及啓発 

      普段は遠方にいる家族が集まる機会が多い夏季・冬季休暇時期に、両親や祖父母の

変化に気づくことを想定し LINEやGoogle使用時にオーラルフレイルについてバナー

表示される広告を実施。 

ア 対象者  県民（ターゲットとしては40歳代～60歳代） 

     イ 日程・内容等 

 期間 内容 実績 

夏季 R6.7.20～R6.8.18 

Googleディスプレイネッ

トワーク及びLINEにオー

ラルフレイルについての

注意喚起広告を掲示。広

告クリックにより県HPオ

ーラルフレイル特設ペー

ジに移動。 

・表示回数： 696,378 回 

・クリック回数：3,280回 

冬季 R6.12.20～R7.1.18 
・表示回数： 665,713 回 

・クリック回数：1,134回 

 

７ 国民歯科疾患実態調査事業 

（１）目  的 

全国の歯科保健状況を把握し、「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（第二次）」や 

「健康日本 21（第三次）」等の各基本計画におけるベースラインの提示など、今後の歯科 

保健医療対策の推進に必要な基礎資料を得ることを目的とする。 
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（２）事業概要 

（根拠） 歯科口腔保健の推進に関する法律 第 11 条 

○令和６年歯科疾患実態調査の実施 

 ア 対象  

令和６年国民健康・栄養調査において設定される地区と同じ全国計475 地区（令和

２年国勢調査の一般調査区のうち後置番号「１」の地区から、層化無作為抽出した各

道府県あたり10 地区）の満１歳以上の世帯員 

     イ 主な調査事項 

１） 性別 ２）生年月日 ３）歯や口の状態 ４）歯をみがく頻度  

５）歯や口の清掃状況 ６）過去１年間における歯科検診（健診）受診状況 

７）フッ化物応用の経験の有無 ８）矯正歯科治療の経験の有無  

９）歯・補綴の状況 10）歯肉の状況 

     ウ 実施状況 

保健所 
指定地区 

実施日 
実施人数 

市町村 地区名 質問紙調査 口腔内診査 

佐久 南佐久郡小海町 八那池地区 11月19日 39名 39名 

上田 上田市 上田原 11月14日 56名 15名 

諏訪 茅野市 宮川中河原 11月７日 29名 29名 

伊那 駒ヶ根市 赤穂（南割地区） 11月13日 18名 18名 

木曽 木曽郡大桑村 大桑村殿中 10月30日 38名 16名 

松本 東筑摩郡筑北村 西条聖南町一、東条田屋 11月13日 63名 36名 

長野 上水内郡飯綱町 西黒川 11月20日 78名 36名 

長野市 長野市 
西尾張部 11月６日 16名 14名 

真島町真島 11月20日 57名 15名 

松本市 松本市 里山辺 10月24日 23名 23名 

計 417名 241名 

 

８ 医科歯科連携のための歯科専門職派遣事業 

（１）目  的 

入院患者等への歯科口腔管理等の実施は、周術期の QOL 向上や早期退院支援、誤嚥性肺 

炎等の合併症予防に資することから、歯科・歯科口腔外科を併設していない病院に歯科専 

門職を派遣し、実際に歯科口腔管理等を行うことで、医科歯科連携を推進するとともに切 

れ目のない歯科口腔保健医療提供体制の構築を目指す。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条 

○歯科専門職の派遣 

 ア 対象者 

  歯科・歯科口腔外科を併設していない病院に対して派遣に係る要望調査等を行い、

選定された入院患者等  

 イ 実施内容 

  歯科専門職（歯科医師・歯科衛生士）を、対象者が入院する病院に派遣し、歯科口

腔管理等を実施 

 ウ 実施状況 

圏域 派遣先 対応郡市歯科医師会 派遣回数 実施人数 

上伊那 上伊那生協病院（箕輪町） 上伊那歯科医師会 ２回 ３人 

松本 県立こども病院（安曇野市） 安曇野市歯科医師会 ５回 ８人 
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１ 在宅歯科口腔医療連携室整備事業（委託事業） 

（１）目  的 

在宅歯科医療を推進するために、平成 23 年度に設置した連携室の円滑な運営を図り、

県民が在宅歯科医療を受けやすい環境の整備、在宅歯科医療に関する情報提供及び医

科・介護など他分野との連携・調整を行い、地域における在宅歯科医療提供体制の構築

を推進する。 

（２）事業概要 

（根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条 

    （実績） 現在実施中 

（令和６年度事業修了後、受託事業者（県歯科医師会）から報告予定） 

      

２ 歯科口腔医療従事者認知症対応力向上研修事業（委託事業） 

（１）目  的 

認知症患者の増加に伴い、歯科医療機関に軽度認知症患者が受診する機会が増加してい

ることから、自院を受診中の患者について、認知症の疑いがある人に早期に気づき、対応

するとともに、認知症の程度や状況に応じた歯科治療や適切な口腔機能管理が実施できる

歯科医療従事者を養成する。 

（２）事業概要 

（根拠） 認知症介護基礎研修事業実施要綱 

長野県歯科口腔保健推進条例 第 10 条 

     ○認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の内容に即した研修会の開催        

ア 対象者  歯科医師等 

イ 日程等   

(第１回) 令和６年８月１日(木)～８月 31 日（土） 

長野県歯科医師会 YouTube チャンネルによるオンデマンド講習 

講 演 認知症の原因と治療 

            講 師 相澤病院脳神経内科特任統括医長 橋本 隆男 氏 
            受講者 188 名（内修了者 130 名） 

       (第２回) 令和６年 12 月２日(月)～12 月 28 日（土） 

長野県歯科医師会 YouTube チャンネルによるオンデマンド講習 

講 演 歯科治療における認知症患者への治療のポイント 

            講 師 医療法人永寿会陵北病院副院長（歯科医師） 坂口 英夫 氏 

受講者 97 名（内修了者 15 名） 

   

３ 歯科口腔保健医療機器整備事業（補助事業） 

（１）目  的 

病院において、周術期等の口腔機能管理体制を整備し、必要な歯科治療を施すことや専

門的口腔ケアを徹底することで、経口栄養摂取による体力回復期間の短縮やＱＯＬの向上

を促進し、早期退院を支援する。 

 

地域医療介護総合確保基⾦事業 
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（２）事業概要 

ア 事業内容  病院における歯科保健医療機器の整備事業 

イ 事業主体  ４病院 

ウ 補 助 率  １/３ 

（３）事業主体と内容                         

実 施 主 体 内       容 

鹿教湯三才山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ鹿教湯病院(上田市) 嚥下内視鏡VE、歯科画像診断システムの整備 

社会医療法人財団慈泉会相澤病院（松本市） 訪問歯科診療用ポータブルユニットの整備 

長野市立長野市民病院（長野市） 歯科診療用ユニットの整備 

特定医療法人新生病院（小布施町） 歯科診療用ユニットの整備 

 

４ 地域在宅歯科口腔医療実施拠点事業 （補助事業） 

（１）目  的 

在宅歯科医療を推進するため、在宅歯科医療連携室（県歯科医師会内）を中心として、

地域で在宅歯科医療の拠点となる窓口を設置し、拠点圏域での在宅歯科医療機器の貸出、

地域包括支援センターや訪問看護ステーション等との連携、相談などについて、地域の実

情に合わせて実施。 

（２）事業概要 

ア 事業内容  在宅歯科医療連携拠点窓口設置・運営事業 

イ 事業主体  ２事業者 

ウ 補 助 率  １/２ 

（３）事業主体と内容                        

実施主体 内       容 

上伊那歯科医師会（伊那市） 在宅歯科医療連携拠点窓口の運営 

飯田下伊那歯科医師会（飯田市） 在宅歯科医療連携拠点窓口の運営 

 

５ 在宅歯科口腔保健医療研修事業（補助事業） 

（１）目  的 

在宅医療に携わる関係者等と在宅歯科医療に関して協議・研修を行うことで、在宅にお

ける歯科医療や専門的口腔ケア、摂食嚥下機能訓練等に関する知識を普及啓発し、在宅療

養患者の栄養状態の改善、誤嚥性肺炎の予防、ＱＯＬの向上を図る。 

（２）事業概要 

ア 事業内容   在宅療養患者のケアに関する歯科医療人材育成研修会の開催 

イ 事業主体   ２事業者 

ウ 補助率    １/２又は定額           

（３）事業主体と内容                        

実施主体 内       容 

飯田下伊那歯科医師会（飯田市） 
○在宅歯科医療実施研修会等の開催 
○在宅歯科医療実施研修シンポジウムの開催 
○施設訪問歯科保健指導研修会の開催 

長野県歯科衛生士会（全県） 
○口腔健康管理研修会の開催 
○在宅療養者支援研修会の開催 
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６ 在宅歯科口腔医療設備整備事業（補助事業） 

（１）目  的 

在宅歯科医療を実施する医療機関等bに対して、必要な在宅歯科医療機器や訪問歯科診

療車等を整備し、在宅での歯科保健や訪問歯科診療を推進することを目的とする。 

（２）事業概要 

ア 事業内容   在宅歯科医療機器の設備整備 

イ 事業主体   ２事業者 

ウ 補助率    １/３           

（３）事業主体と内容   

実施主体 内       容 

松本歯科大学病院（塩尻市） ○嚥下内視鏡VEの整備 

轟病院（須坂市） ○超音波洗浄機及び嚥下内視鏡VEの整備 

 

７ 医科歯科連携研修事業（補助事業） 

（１）目  的 

むし歯や歯周病の進行が、生活習慣病や全身疾患の増悪に関連していることから、医科

分野と歯科分野の医療関係者が連携して、生活習慣病や全身疾患等の改善を図る体制を構

築する。 

（２）事業概要 

  （根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第10条 

ア 事業内容   医科歯科連携のための協議会の設置と人材育成の研修会の開催 

イ 事業主体   長野県歯科医師会 

ウ 補助率    定額        

（３）内  容 

  ○地域密着型研修会の開催 

ア 対象者  がん診療に関わる医療スタッフ、歯科医師等 

イ 内 容   

講演テーマ 講師職名 講師 

長野市民病院における周術期口腔機能

管理の現状 
長野市民病院歯科口腔外科 部長 橋詰 正夫 氏 

当院歯科衛生士の周術期口腔機能管理

の関わりについて 
長野市民病院 歯科衛生士主任 宮澤 浩恵 氏 

最近の乳がんの治療について 
長野市民病院副病院長  

がんセンター長 乳腺外科部長 
西村 秀紀 氏 

がん治療と栄養 
長野市民病院診療技術部 栄養課 

課長補佐 
春原ゆかり 氏 

外来化学療法の実際 
長野市民病院看護部 

がん化学療法看護認定看護師 
塩ノ谷美津子氏 

ウ 開催方法 Youtubeによる限定配信 

       配信期間 令和６年７月１日(月)～７月31日（水） 

エ 参加者  178名（アンケート回答者。申込者355名） 
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 ○医科歯科連携事業協議会の開催等 

     ・「長野県がん診療医科歯科連携事業運営協議会」（書面開催） 

     ・「長野県がん診療医科歯科連携事業運営協議会作業部会」  

       日時：令和７年２月６日（木）18 時 30 分～19 時 30 分 

       場所：松本市歯科医師会舘（オンライン併用） 

    ○医科歯科連携出張講座の実施(19 回) 

 

８ 歯科医療関係者人材育成支援事業（補助事業） 

（１）目  的 

進学前の生徒に対し、歯科衛生士という職業を紹介することで歯科衛生士養成校の進学

率を高めるとともに、出産・育児等で離職中の歯科衛生士の復職を支援するための研修、

実技指導及び就業に関する相談会等の開催により、歯科衛生士の確保を図る。 

（２）事業概要 

  （根拠） 長野県歯科口腔保健推進条例 第10条 

ア 事業内容  中・高校生に対する職業紹介・相談会の開催 

未就業歯科衛生士に対する研修・相談会の開催 

イ 事業主体  ２事業者 

ウ 補 助 率  定額または１/２           

（３）事業主体と内容                        

実施主体 内       容 

長野県歯科医師会 

(全県) 

○歯科衛生士再就職支援研修会の開催 

○中高生向け職業紹介・相談会の開催 

○歯科医療人材育成協議会の開催 

長野県歯科衛生士会 

(全県) 

○診療所部門復職支援研修会の開催 

○離職防止支援研修会の開催 

○地域歯科保健部門復職支援研修会の開催 

○災害支援対応歯科衛生士育成研修会の開催 
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１ 重度心身障がい者歯科診療施設運営事業補助金（補助事業） 

（１）目  的 

     重度心身障がい者の歯科診療は、診療従事者が多数必要になるとともに、患者１人当た

りの診療時間も長時間を要する等不採算部門であるため、重度心身障がい者歯科診療施設

の運営に要する経費（給与費、材料費等）に対して助成し、重度心身障がい者歯科診療体

制の確保と充実を図る。 

（２）補助基準額 

      ・初診  ＠4,800 円 × 患者数 

      ・再診  ＠2,100 円 × 患者数 

（３）補助率  １/３  ※上限額１，３００千円／事業者 

（４）補助事業者 

・学校法人 松本歯科大学  （松本歯科大学病院）  

・日本赤十字社長野県支部  （長野赤十字病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重度⼼⾝障がい者⻭科診療施設運営事業補助⾦ 
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１ 市町村国保歯科口腔保健指導支援事業（委託事業） 

（１）目  的 

     市町村国保が実施する重度歯周病患者等への歯科口腔保健指導に対し、歯科衛生士の専

門的観点から助言等を行い、自身の歯科口腔管理を推進することで、医療費適正化を目指

す。 

  （２）事業概要 

○市町村国保が実施する歯科口腔管理推進のための歯科口腔保健指導等に対する支援 

ア 対象者 実施を希望する市町村の国民健康保険の被保険者 

（そのうち、重度歯周病患者、長期間歯科未受診者、オーラルフレイルが 

疑われる者または、糖尿病性腎症重症化予防事業対象者等） 

イ 内 容 対象者への集団的歯科保健指導、口腔内観察による個別指導、オーラルフ

レイル予防に関する普及啓発、市町村が訪問指導等を実施する場合の同伴    

訪問（歯学的指導）、歯科医師や介護職との連携 等 

ウ 実施状況  

圏域 市町村 内容 

佐久 

軽井沢町 

・歯科口腔保健指導対象者の抽出に対する、専門的な助言 

・歯科口腔保健指導内容に対する、専門的な助言 

・歯科口腔保健指導の場面（訪問や面談など）への同伴による 

専門的指導の実施 

南牧村 
・歯科口腔保健指導の場面（訪問や面談など）への同伴による 

専門的指導の実施 

松本 
麻績村 ・保健補導員会定例会での、歯科に関する学習会の講師 

生坂村 ・歯科口腔保健指導内容に対する、専門的な助言 

北信 飯山市 

・歯科口腔保健指導対象者の抽出に対する、専門的な助言 

・歯科口腔保健指導内容に対する、専門的な助言 

・歯科口腔保健指導の場面（訪問や面談など）への同伴による 

専門的指導の実施 

※実施回数等、詳細は令和６年度末に受託事業者（県歯科衛生士会）から報告予定 

 

        

 

都道府県国保ヘルスアップ支援事業（保険者努⼒支援制度） 
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「「第第３３期期  信信州州保保健健医医療療総総合合計計画画」」にに  

盛盛りり込込ままれれてていいるる目目標標のの進進捗捗状状況況  
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「第３期信州保健医療総合計画」目標の進捗状況概要 

 

＜歯科口腔保健＞ 

１ 歯・口腔の健康格差の縮小 

○ 「３歳で４本以上のむし歯のある者の割合」は、ベースライン値から減少した。 

○ 「12 歳でむし歯のない者の割合」は、ベースライン値を 3.2 ポイント下回った。 

○ 「40 歳以上における自分の歯が 19 本以下の者の割合」については、2022 年以降調査なし

（令和７年度調査予定）。 

 

２ 歯科疾患の予防 

○ 「20 歳以上における未処置歯を有する者の割合」、「60 歳以上における未処置の歯の根元の

むし歯（根面う蝕）を有する者の割合」、「20 歳代～30 歳代における歯肉に炎症所見を有する

者の割合」、「40 歳以上における歯周炎を有する者の割合」、「80 歳で 20 本以上の自分の歯を

有する者の割合」については、2022 年以降調査なし（令和７年度調査予定）。 

 

３ 生活の質の向上に向けた口腔機能の獲得・維持・向上 

○ 「50 歳以上における咀嚼良好者の割合」については、2022 年以降調査なし（令和７年度調

査予定）。 

 

４ 定期的な歯科検診又は歯科医療を受けることが困難な者に対する歯科口腔保健 

○ 「障害者支援施設及び障害児入所施設での過去１年間の歯科検診実施率」については 2022

年以降調査なし（次回調査未定）。 

○ 「介護老人福祉施設、介護医療院及び介護老人保健施設での過去１年間の歯科健診実施率」

は、令和７年度調査予定。 

 

５ 歯科口腔保健を推進するために必要な社旗環境の整備 

○ 「歯科口腔保健に関する事業を評価する協議会を設置している市町村数」は、ベースライ

ン値から増加した。 

○ 「過去１年間に歯科検診を受診した者の割合」は、2022 年以降調査なし（令和７年度調査

予定）。 

○ 「法令で定められている歯科健診を除く歯科検診を実施している市町村数」は、ベースラ

イン値から増加した。 
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＜歯科医療従事者確保＞ 

１ 歯科医師 

○ 「人口 10 万人当たり歯科医師数」は、診療所勤務者数がベースライン値をやや下回ったも

のの、医育機関附属病院勤務者数は増加し、ベースライン値を維持している。 

 

２ 歯科衛生士・歯科技工士 

○ 「就業歯科衛生士数」は、診療所勤務者数がベースライン値をやや下回ったものの、安泰

数は増加している。 

 

○ 「常勤の歯科衛生士を配置している市町村数」は、目標には達していないものの、ベース

ライン値を維持している。 

○ 「歯科技工士数」については減少している。 

 

 

＜歯科口腔医療＞ 

○ 「歯科・口腔外科併設病院がある二次医療圏数」は、ベースライン値を維持している。 

○ 「障がい者への歯科診療に対応する病院数」については 2022 年以降調査なし（次回調査未

定）。 

○ 「摂食嚥下診療に対応する病院数」は、ベースライン値を維持している。 

○ 「歯科・歯科口腔外科を併設していない病院のうち、歯科専門職が関わり、入院患者等の

歯科口腔管理を実施する病院数」は、2024 年に新規事業として２病院で実施した。 

○ 「歯科診療所のうち在宅療養支援歯科診療所の割合」、「歯科訪問診療を実施した件数」、「歯

科衛生士による訪問歯科衛生指導の実施件数」は、それぞれベースライン値を上回っている。 



「第２期　信州保健医療総合計画」目標の進捗状況一覧

１　歯・口腔の健康格差の縮小

区
分

指　標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目　標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

Ｏ
３歳で４本以上のむし歯のあ
る者の割合

2.3%
（2021）

1.9%
（2022）

0.7%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ａ
厚生労働省「地
域保健・健康増
進事業報告」

Ｏ 12歳でむし歯のない者の割合
77.8％
（2022）

74.6％
（2023）

84.8%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ｂ
（学校歯科保健
の更なる充実に

努める）

長野県学校保健
統計調査

Ｏ
40歳以上における自分の歯が
19本以下の者の割合

14.0％
（2022）

― 8.0%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

２　歯科疾患の予防

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目　標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

Ｏ
３歳で４本以上のむし歯のあ
る者の割合（再掲）

2.3%
（2021）

1.9%
（2022）

0.7%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ａ
厚生労働省「地
域保健・健康増
進事業報告」

Ｏ
12歳でむし歯のない者の割合
（再掲）

77.8％
（2022）

74.6％
（2023）

84.8%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ｂ
（学校歯科保健
の更なる充実に

努める）

長野県学校保健
統計調査

Ｏ
20歳以上における未処置歯を
有する者の割合

25.7%
（2022）

― 21.9%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｏ
60歳以上における未処置の歯
の根元のむし歯（根面う蝕）
を有する者の割合

―
（今後調

査）
― 5.7%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｏ
20歳代～30歳代における歯肉
に炎症所見を有する者の割合

67.8%
（2022）

― 32.6%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｏ
40歳以上における歯周炎を有
する者の割合

67.5%
（2022）

― 49.2%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｏ
40歳以上における自分の歯が
19本以下の者の割合（再掲）

14.0％
（2022）

― 8.0%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｏ
80歳で20本以上の自分の歯を
有する者の割合

59.5％
（2022）

― 76.5%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

歯科口腔保健
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３　生活の質の向上に向けた口腔機能の獲得・維持・向上

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目　標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

Ｏ
50歳以上における咀嚼良好者
の割合

75.9％
（2022）

― 78.6%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民健康・栄養
調査

Ｏ
40歳以上における自分の歯が
19本以下の者の割合（再掲）

14.0％
（2022）

― 8.0%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
長野県歯科口腔
保健実態調査

４　定期的な歯科検診又は歯科医療を受けることが困難な者に対する歯科口腔保健

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目　標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

Ｏ
障害者支援施設及び障害児入
所施設での過去１年間の歯科
検診実施率

93.8％
（2022）

―
93.8%
以上

現在の水準以上
を目指す ― 健康増進課調

Ｏ
介護老人福祉施設、介護医療
院及び介護老人保健施設での
過去１年間の歯科健診実施率

―
（今後調

査）
― 44.5%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
長野県高齢者生
活・介護に関す
る実態調査等

５　歯科口腔保健を推進するために必要な社会環境の整備

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目　標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

Ｐ
歯科口腔保健に関する事業を
評価する協議会を設置してい
る市町村数

50市町村
（2021）

51市町村
（2023）

68市町村

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ａ 健康増進課調

Ｏ
過去１年間に歯科検診を受診
した者の割合

73.7％
（2022）

― 87.9%

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

―
県民歯科口腔保
健実態調査

Ｐ
法令で定められている歯科健
診を除く歯科検診を実施して
いる市町村数

72市町村
（2021）

74市町村
（2023）

77市町村

「歯・口腔の健
康づくりプラ
ン」の算出方法
に準ずる

Ａ 健康増進課調

○進捗区分（特記事項）について

　・目安値と実績値とを比較し、進捗区分を以下により記載

　　　「Ａ」（順調）　　　 　　　：実績値が目安値以上の場合

　　　「Ｂ」（概ね順調） 　　　：実績値が目安値の８割以上の場合

　　　「Ｃ」（努力を要する）　：実績値が目安値の８割未満の場合

　　　「－」（実績値未把握）：実績値が把握できないもの（隔年調査等）

・「Ｂ」「Ｃ」の場合、その要因や今後の取組の改善点等を特記事項として記載
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１　歯科医師

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

人口10万人当たり
歯科医師数
　診療所勤務者

66.4人
(2020)

65.7人
(2022)

全国平均との差
を現状より縮め
る
 （全国平均）
　（72.8人）

　　 Ｂ
（必要数の確保
に努める）

　病院勤務者
　医育機関附属病院勤務者

3.6人
7.2人
(2020)

3.6人
8.3人
(2022)

現在の水準を維
持する

Ａ

S

人口10万人当たり診療科目別
医療施設従事歯科医師数
（診療科名複数回答）
　矯正歯科
　小児歯科
　歯科口腔外科

14.1人
27.3人
16.1人
(2020)

14.0人
27.4人
16.9人
(2021)

ベース
ライン
以上

全国平均との差
を現状より縮め
る
　（全国平均）
　 （17.8人）
   （33.4人）
   （24.4人）
    （2020）

Ａ
厚生労働省「医
師・歯科医師・
薬剤師統計」

２　歯科衛生士・歯科技工士

区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

S

就業歯科衛生士数

・診療所
・保健所・市町村
・病院
・介護老人保健施設
・その他

   2,329人
      89人
     210人
      39人
      53人
    (2020)

   2,314人
      87人
     240人
      42人
      42人
    (2022)

ベース
ライン
以上

現在以上の水準
を目指す

Ａ
厚生労働省「衛
生行政報告例」

S
常勤の歯科衛生士を配置して
いる市町村数

13市
２町
１村
(2022)

13市
２町
１村
(2023)

19市
２町
１村
以上

人口２万人規模
の市町での配置
を目指す

　　 Ｂ
（市町村に対
し、歯科保健の
重要性ととも
に、歯科衛生士
配置の必要性に
ついての働きか
けを継続する）

健康増進課
調べ

S 歯科技工士数
671人
(2020)

614人
(2022)

ベース
ライン
以上

全国平均を上回
る状況を維持す
る

Ｂ
（必要数の確保

に努める）

厚生労働省「衛
生行政報告例」

歯科医療従事者確保

S
ベース
ライン
以上

厚生労働省「医
師・歯科医師・
薬剤師統計」
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区
分

指標
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値
(2023)

2024
評価

目標
(2029)

目標数値の
考え方

進捗区分
（特記事項）

備　考
（出典等）

S
歯科・歯科口腔外科併設病院
がある二次医療圏数

10圏域
（2022）

10圏域
（2023）

10圏域
現在の水準を維
持する

Ａ
関東信越厚生局
届け

S
障がい者への歯科診療に対応
する病院数

19か所 ―
19か所
以上

現在の水準以上
を目指す ― 健康増進課調

S
摂食嚥下診療に対応する病院
数

24か所
（2022）

24か所
ベース
ライン
以上

現在の水準以上
を目指す

Ａ
信州大学医学部
歯科口腔外科、
健康増進課調

S

歯科・歯科口腔外科を併設し
ていない病院のうち、歯科専
門職が関わり、入院患者等の
歯科口腔管理を実施する病院
数

― ２か所 ４か所
県内４地域での
実施を目指す

Ａ 健康増進課調

S
歯科診療所のうち在宅療養支
援歯科診療所の割合

19.8%
（2023）

20.7% 19.8% 現在の水準を維
持する

Ａ

関東信越厚生局
「診療報酬施設
基準の届出受理
状況」

Ｐ 歯科訪問診療を実施した件数 67.878件
（2020）

73,751件
（2021）

75,042件
以上

（2027）

2019年～2020年
の最高値以上を
目指す

Ａ
ＮＤＢレセプト
データ

Ｐ
歯科衛生士による訪問歯科衛
生指導の実施件数

24,179件
（2020）

27,213件
（2021）

26,918件
以上

（2027）

2019年～2020年
の最高値以上を
目指す

Ａ
ＮＤＢレセプト
データ

　１　区分について

Ｓ（ストラクチャー指標）：保健・医療サービスを提供する物的・人的資源及び組織体制等を測る指標

Ｐ（プロセス指標）　　　：実際にサービスを提供する主体の活動や、他機関との連携体制を測る指標

Ｏ（アウトカム指標）　　：保健・医療サービスの結果として、住民の健康状態や患者の状態を測る指標

評価が「―」の項目　 　　：調査・集計等を実施していないため、結果のない項目

歯科口腔医療
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